
主管部門 医療安全管理委員会 頁 1/5 

文書番号 医安全―基準―1 版数 第 3.0 版 

文書名 船橋市立医療センター医療事故の公表基準 改訂日 2019/12/10 

 

船橋市立医療センターにおける医療事故の公表基準  

 

１．目的 

   本基準は、船橋市立医療センター（以下「医療センター」という。）において発生

した医療事故について、市民に対し適切な情報提供を行うことにより、医療の透明性

を高め市民からの信頼を得ることを目的として、船橋市立医療センターにおける医療

事故の公表基準（以下「公表基準」という。）を定める。 

 

２．用語の定義 

1）医療事故 

医療に関わる場所で医療の全過程において思いがけず発生した人身事故又は人身

事故に至る可能性があった望ましくない事象のことであり、医療行為と直接関係しな

い管理上の事故等も含まれる。 

また、患者だけではなく、家族や医療従事者に被害が生じた又はその恐れがあった

場合も含まれる。 

    医療事故には過失（医療過誤）が存在するものと、合併症など不可抗力によるも

のがある。 

2）医療過誤 

医療事故の発生の原因に、医療機関・医療従事者に過失があるものをいう。  

過失とは、注意義務違反と同義であり、悪しき結果を予見することができ（予見

可能性）、それを回避することができた（回避可能性）にもかかわらず、回避する義

務を果たさなかったことをいう。 

3）アクシデント 

医療事故のうち、患者が死亡あるいは永続的な障害や後遺症が残った、又は濃厚な

処置や治療を要する事象で、「患者影響レベル指標」の３b から５に該当するものを

いう。 

4）インシデント 

医療事故のうち、患者への実害はなかった又は影響が軽度である事例を収集し、

医療事故等の発生防止に資するために報告を要する事象で、「患者影響レベル指標」
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の０から３a に該当するものをいう。  

5）合併症 

医療行為に際して二次的に発生し、患者に影響を及ぼす事象を言う。なお合併症

には「予期できていた」場合と、「予期できなかった」場合とがある。 

 

３．患者影響レベル指標（別表１参照） 

 

４．公表する医療事故の方法及び範囲（別表１参照） 

1）個別公表 

⑴ 別表１のレベル４ｂ又は５に該当する医療事故で原因が医療過誤によるもの。 

医療事故の発生後、速やかに市長に報告し、原則としてプレス発表を行う。 

⑵ 別表１のレベル４ｂ又は５に該当する医療事故で原因が医療過誤か合併症等過

区
分 

影響 

レベル 
内  容 

 

イ

ン

シ

デ

ン

ト 

０ 実施されなかったが、仮に実施されたとすれば何らかの被害が想定さ

れる 

１ 実施されたが、患者への実害はなかった（何らかの影響を与えた可能

性は否定できない）  

２ 処置や治療は行わなかった（患者観察の強化、バイタルサインの軽度

変化、安全確認のための検査などの必要性は生じた）  

３a 簡単な処置や治療を要した（消毒、湿布、皮膚の縫合、鎮痛剤の投与

など） 

ア
ク
シ
デ
ン
ト 

３b 濃厚な処置や治療を要した（バイタルサインの高度変化、人工呼吸器

の装着、手術、入院期間の延長、外来患者の入院、骨折など）  

４a 永続的な障害や後遺症が残ったが、有意な機能障害や美容上の問題は

伴わない  

４b 永続的な障害や後遺症が残り、有意な機能障害や美容上の問題を伴う  

５ 死亡  
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失のないものかの判断が困難であり、医療事故調査委員会等による調査の結果、次

の①又は②であるもの。 

① 医療過誤（又はその可能性が高い）と判断される場合 

速やかに市長に報告し、原則としてプレス発表を行う。 

② 過失が特定できなかった場合 

公表することの社会的意義が大きい場合については、院長の判断で事故の概要

及び再発防止策等をホームページに掲載する。 

2）一括公表 

  ⑴ 別表１のレベル３ｂ以上に該当する医療事故で他の医療機関の事故防止につなが

ると考えられる事例についてはその概要及び再発防止策について船橋市立医療セン

ター年報に年１回公表する。  

⑵ 全ての医療事故について、インシデント報告書の統計を船橋市立医療センター年

報に年１回公表する。  

 

５．公表の判断 

  発生した医療事故の公表については、本公表基準に基づき、公表の必要性、公表の時

期、公表の内容、公表の方法等を、医療安全管理委員会、医療事故調査委員会等の検討

を踏まえた上で、院長が判断する。 

  院長が緊急に公表が必要と判断した場合は、前記委員会等を経ることなく、直ちに公

表するものとする。 

 

６．公表にあたっての留意点 

  公表に当たっては、次の事項に充分留意する。 

1）患者、家族等への配慮 

   公表する内容から、患者、家族及び当該医療事故に関わった医療従事者が特定、識

別されないように、個人情報の保護に十分注意する。 

2）患者、家族等からの同意 

   個別公表としてプレス発表又はホームページ掲載を行う場合は、事前に患者、家族

に公表の内容、時期、方法等を説明し、同意を得るものとする。 
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改正履歴  

版数 制定・改定日 改定

部分 

改定部分・改定内容 承認者 

（責任者） 

氏名 

起案者 

（担当者） 

氏名 

1.0 2008/01/07 制定  唐澤秀治  唐澤秀治 

2.0 2015/09/29 改定 様式変更 唐澤秀治  染井伸治 

3.0 2019/12/10 改定 ①基準の名称の変更  

②用語の定義の変更  

③患者影響レベル指標の変更  

④公表の方法、範囲、判断、留

意点に関する変更  

⑤その他軽微な変更  

三村雅也  大澤 洋 

 


